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安安全全・・安安心心でで快快適適なな生生活活環環境境づづくくりり 数数値値目目標標

指標 単位 現状 目標

年度 数値 年度 数値

１ 水環境・地盤環境の保全、土壌汚染対策の推進

公共用水域環境基準達成率 ％ R元 85.0 R12 90.0

（河川：ＢＯＤ75％値）

汚水処理人口普及率 ％ R元 81.8 R9 91.7

２ 大気環境の保全、騒音・振動・悪臭の防止

家畜排せつ物不適正管理注意票 戸 H30 6 R11 0

交付農家（継続指導中）戸数

畜産苦情における悪臭関連件数 件 H30 27 R11 20

３ 有害化学物質による環境リスクの低減

大気への化学物質の排出量 t／年 H30 4,061 R11 4,000

（PRTR制度による届出値） 実績

公共用水域への化学物質の排出量 t／年 H30 59 R11 50

（PRTR制度による届出値） 実績

４ 放射性物質への対応

空間放射線量率（0.23μSv/時 ％ R元 100 R12 100

間未満）

５ 快適な生活環境の創造

緑化関連行事数 回 R元 61 R12 65

土地区画整理完了率 ％ R元 82 R11 91
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第１章 計画の進行管理

１ 施策や事業への取組

良好な環境の保全と創造に資する施策や事業は、県のそれぞれの担当部局が中

心となり、その推進に努めます。また、その実施状況については、効果的な環境

保全施策の推進を図ることを目的に、環境マネジメントシステムなどの手法を活

用して、ＰＤＣＡサイクル（Plan：計画、Do：実行、Check：評価、Action：見

直し)により、毎年点検・評価します。

同時に、県自らが消費者、事業者として率先して環境に配慮した消費行動、事

業活動を実践します。

２ 環境指標による点検・評価

実施した施策や事業がどの程度効果を発揮しているかについて、できるだけ客

観的に評価するため、施策の実施状況等を数値で表すことのできる主要な項目を

計画目標として設定し、これらの推移を見ることによって、実施した施策の効果

を間接的に把握します。

３ 環境審議会での点検・評価

環境の観点から専門的かつ客観的な点検・評価を行うため、上記の点検・評価

の結果を環境審議会に報告します。

４ 環境白書等による公表

計画目標の達成状況や事業の実施状況について点検・評価し、その結果は環境

白書や県ホームページで毎年公表します。
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